
 

 

 

江別市の人権擁護委員の方々を講師に3年生が人権教室を行いました。人権とは「みんなが幸せになるために

みんなで守っていくもの」とお話がありました。子供たちは、動画を視聴して、講師の方からいくつかの質問を

受けながら「思いやり」の行動や言葉について学びました。また、体の大きさや性格など「自分と友だち、人との

ちがい」があること、誰にでも必ず「良いところがある」など、お互いに認め合うことが人権を守ることにつな

がることを学びました。最後に「いつでも、どこでも、誰でも、何回言われても嬉しい言葉 3 つ“ありがとう”

“ごめんね”“あいさつ”」を友だちが言う前に、自分から先に伝えることが大切であることを教えて頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

■ 3 年 生 の 人 権 教 室      

２フトボール投げ          
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